
　市民参加型の映画制作を目指す「恵那ふるさと映画制作実行委員会」が、８月２０日に映画「ふるさと

がえり」の出演者を発表。主人公はプロの俳優の渋江譲二さん（２７歳）で、長島小学校４年の熊崎雄大く

ん（１０歳）が、その少年時代を演じます。撮影は市内全域で、８月２９日から約３週間の予定で行われます。

主な内容

 来年７月地デジに移行

行財政改革にご意見を

施設使用料にご意見を
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▲ＵＨＦアンテナ

地
デ
ジ
を
見
る
に
は

デ
ジ
タ
ル
化
の
わ
け

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る
。
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ

は
機
能
、
性
能
、
サ
イ
ズ
、
価

格
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

※
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

搭
載
機
器
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
確
認

し
ま
し
ょ
う

②
現
在
、
利
用
し
て
る
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
か
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機
器

を
接
続
す
れ
ば
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

チ
ュ
ー
ナ
ー
の
給
付

▲ケーブルテレビのイメージ図

2010.9.13

地デジ

※画面表示はイメージです

現在

平成２３年７月２４日正午

アナログ放送は映りません

　

テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

大
き
な
目
的
は
、
電
波
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
で
す
。
電
波
は
、

無
限
に
使
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
に
使
え

る
の
は
、
あ
る
一
定
の
周
波
数
だ

け
で
す
。

　

現
在
、
新
た
に
使
え
る
周
波
数

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
と
し
て
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ

帯
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
周
波
数
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
帯
な
ど

の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
使
用
し
て
い

た
周
波
数
を
使
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
よ

り
、
お
よ
そ
３５
㌫
ほ
ど
電
波
に
余

裕
が
で
き
ま
す
。
余
裕
が
で
き
た

電
波
は
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
車
ど
う
し
の
通
信
で

衝
突
を
防
止
し
、
交
通
事
故
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
災
害
現

場
の
状
況
を
音
と
映
像
で
送
っ

て
、
的
確
な
対
応
で
多
く
の
人
命

を
救
い
、
緊
急
災
害
時
の
被
害
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
動
画
な
ど
の
大
容
量
の

デ
ー
タ
も
ス
イ
ス
イ
送
る
こ
と
が

で
き
て
、
携
帯
電
話
が
さ
ら
に
便

利
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

使
う
と
、
テ
レ
ビ
が
も
っ
と
き
れ

い
に
、
便
利
に
な
り
ま
す
。
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、
テ
レ
ビ
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
り
、
情
報
化
の
基

盤
と
な
り
ま
す
。　

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た

め
に
は
、
宅
内
機
器
の
準
備
と
電

波
の
受
信
の
確
認
が
必
要
で
す
。

　

宅
内
の
準
備
に
は
、
次
の
①
か

②
の
ど
ち
ち
か
で
対
応
し
て
く
だ

さ
い
。

　

現
在
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
る

か
確
認
し
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
テ
レ
ビ
か
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
接
続
し
た
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
映
る
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ア
ン
テ
ナ
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放

送
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
で

も
、
地
形
な
ど
の
影
響
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

多
数
の
テ
レ
ビ
が
あ
る
家
庭
で

は
、
出
力
低
下
に
よ
っ
て
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
が
映
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
ア
ン
テ
ナ
の
調
整

や
改
修
工
事
、
宅
内
配
線
や
機
器

の
交
換
で
映
る
よ
う
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
近
く
の
電
気
店

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ン
テ
ナ
で
受
信
で
き
な
い

場
合
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

利
用
す
る
こ
と
も
、
一
つ
の
手
段

で
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
時
期

が
近
づ
く
と
、
ア
ン
テ
ナ
調
整

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
工
事
の

申
し
込
み
な
ど
が
重
な
り
、
期

限
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
恐
れ

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
早
め
に
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
受
信
で
き
な
い
世
帯
に
、
簡

易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
な

ど
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

□
対
象
世
帯　

次
の
い
ず
れ
か
の

世
帯
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料

が
全
額
免
除
さ
れ
て
い
る
世
帯
が

対
象
で
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を

受
け
て
い
る
世
帯　

②
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
で
、
世

帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
措
置
を

受
け
て
い
る
世
帯　

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
し

て
い
て
、
自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込

ん
で
い
る
世
帯

※
ま
だ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除

に
な
っ
て
い
な
い
世
帯
は
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

と
し
４
月
末
時
点
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放

送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯
に

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
放
送
受
信
料
全

額
免
除
証
明
書
と
支
援
申
込
書
が

送
付
さ
れ
て
い
ま
す

□
支
援
内
容　

①
デ
ジ
タ
ル
放
送

受
信
す
る
た
め
の
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
１
台
無
償
で
給
付
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
は
給
付
し
ま
せ
ん
。

②
戸
建
て
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

で
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要

な
場
合
、そ
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
に
、
お
住
ま
い
に
訪

問
し
て
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
と
操

作
説
明
を
し
ま
す

□
問
い
合
わ
せ　

総
務
省
地
デ
ジ

支
援
セ
ン
タ
ー
志
０
５
７
０
―
０

３
３
８
４
０

▲

実
際
の
表
示
内
容
や
表
示
形
式
、
時

期
な
ど
は
今
後
決
定
さ
れ
る
予
定

ご覧のアナログテレビ放送は
２０１１年 7月２４日に停止します。
デジタル受信の準備をお願いします。

＜お問い合わせ＞
○○テレビ視聴者センター

×××× -××× -×××
○○地上デジタルテレビジョン放送
受信者相談センター

×××× -×× - ××××
午前 9時～午後 9時
（土日祝）午前 9時～午後 6時

平成２３年７月１日

地上アナログ放送

あと３２６日で終了

　

平
成
２３
年
７
月
２４
日
㈰
正
午
に
、

テ
レ
ビ
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
Ｂ

Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
と
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
移
行
し
ま
す
。
移
行
ま
で
、
１

年
を
切
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
な

い
人
は
、早
め
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
テ
レ
ビ
放
送
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
理
由
や
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
見
る
た
め
の
機
器
や
ア
ン
テ

ナ
の
準
備
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
、
テ
レ

ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
便
利
に
な

る
機
能
、
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
や
㈱
ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム
が
ア
ナ
ロ

グ
放
送
を
継
続
し
て
配
信
す
る
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

防
災
情
報
課
（
内

線
３
３
６
）

アナログ
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市
の
光
ケ
ー
ブ
ル
網

ア
ナ
ロ
グ
放
送
継
続

地上デジタル放送に関する問い合わせ先

デジサポ岐阜（総務省 岐阜県テレビ受信者支援センター）志０５８-２０３-５４００、ウェブサイト（http://
www.digisuppo.jp/index.php/branch/gifu/25/）

総務省地デジコールセンター志０５７０-０７-０１０１（ＩＰ電話など、ナビダイヤルがつながらない
方は、０３-４３３３４-１１１１へ）

ＢＳデジタル放送お問い合わせセンター志０５７０-０７-０１０１

※受け付け時間　平日午前９時～午後９時、　土・日・祝日午前９時～午後６時

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ

レ
ビ
も
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象

で
す
。
購
入
期
限
は
１２
月
３１
日

㈮
で
す
。

□
対
象　

１２
月
３１
日
㈮
ま
で
に

購
入
し
た
も
の
、
法
人
は
納
品

し
た
も
の
。

□
申
請
締
め
切
り　

平
成
２３
年

２
月
２８
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

□
交
換
締
め
切
り　

平
成
２４
年

３
月
３１
日

※
期
限
間
近
の
申
請
は
大
変
混

み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
発
行
が

遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

早
め
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す

□
詳
細　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

tt

p
://eco-p

oin
ts.jp

/

）

か

販

売

店
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
活
用

Check １

▲（上）「えなっコ」チャンネルの番組を山岡ケーブルテレビ放送センター
のスタジオで収録
▲（下）山岡ケーブルテレビ放送センターの調整室

▲番組表のイメージ

Check ２

便
利
な
機
能
が
満
載

2010.9.15

地デジ

　

ア
ナ
ロ
グ
電
波
と
デ
ジ
タ
ル
電

波
を
、ア
ン
テ
ナ
で
受
け
る
場
合
、

地
形
や
周
囲
の
状
況
に
よ
っ
て
大

き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
電
波
は
、
大
き
な
波

を
う
ち
な
が
ら
進
む
の
で
、
あ
る

程
度
の
山
や
障
が
い
物
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
進
ん
で

い
く
た
め
、
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
し

や
す
い
電
波
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
電
波
は
、
ア
ナ
ロ
グ

電
波
に
比
べ
て
直
進
性
が
強
い
た

め
、
障
が
い
物
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
こ
で
反
射
し
て
し
ま
い
、
周
囲

の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ア
ン
テ
ナ

で
は
受
信
し
に
く
い
電
波
と
言
わ

れ
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
ア
ン

テ
ナ
で
受
け
る
場
合
、
映
る
か
映

ら
な
い
か
の
ど
ち
ら
か
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
と
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ

レ
ビ
で
、
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

便
利
な
機
能
が
満
載
で
す
。

【
双
方
向
サ
ー
ビ
ス
】

　

テ
レ
ビ
を
電
話
回
線
な
ど
で
接

続
す
れ
ば
視
聴
者
参
加
型
ク
イ
ズ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
デ
ー
タ
放
送
サ
ー
ビ
ス
】

　

番
組
に
関
連
し
た
情
報
や
天
気

予
報
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
番
組
を

視
聴
し
な
が
ら
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
Ｅ
Ｐ
Ｇ
（
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ガ
イ
ド
）】

　

い
つ
で
も
最
新
の
テ
レ
ビ
番
組

情
報
を
、
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
新
聞
の
テ
レ
ビ
欄
が
画

面
に
表
示
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵

録
画
機
器
の
予
約
操
作
は
番
組
表

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
の
カ
ン
タ

ン
操
作
で
す
。

【
高
画
質
・
高
音
質
】

　

１６
対
９
の
横
長
画
面
と
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
の
高
画
質
で
今
ま
で
に
な

い
臨
場
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
並
み
の
音
質

も
楽
し
め
ま
す
。

地
デ
ジ
に
伴
う
悪
質
商
法
に
ご
注
意

　

地
デ
ジ
化
す
る
に
あ
た
っ

て
、
テ
レ
ビ
調
査
員
や
工
事

業
者
と
名
乗
り
、
不
正
請
求
を

行
っ
た
り
、
郵
便

に

よ

る

「
振
り
込
め
詐
欺
（
架
空
請

求
）」
を
行
っ
た
り
す
る
例
が

起
き
て
い
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関

す
る
誤
っ
た
情
報
や
、
不
十

分
な
情
報
で
関
連

商

品

や

サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
悪

質
商
法
に
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

特
に
多
い
事
案
は
、
表
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

怪
し
い
と
思
っ
た
時
の
対
処
法

①
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
を
確
認

で
き
る
も
の
で
、
訪
問
者
の
名
前

や
住
所
、免
許
番
号
な
ど
を
聞
き
、

メ
モ
す
る
。

②
頼
ん
で
い
な
い
要
件
や
知
ら
な

い
要
件
、一
方
的
な
要
件
は
、は
っ

き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。 

③
ど
ん
な
要
求
を
さ
れ
て
も
、
自

分
の
判
断
で
お
金
は
払
わ
な
い
。 

④
絶
対
に
、
部
屋
に
入
れ
な
い
。 

⑤
「
不
審
者
」
と
思
っ
た
ら
、

１
１
０
番
に
電
話
す
る
。 

事
案

内
容

注
意
事
項

ア
ン
テ
ナ

工
事
な
ど

を
か
た
る

　

ア
ン
テ
ナ
工
事
業
者
な
ど

を
装
い
家
庭
を
訪
問
し
、
前

金
を
受
け
取
り
、
工
事
を
実

施
し
な
い
も
の
。

　

頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
、

ア
ン
テ
ナ
工
事
業
者
と
名
乗

る
者
が
訪
ね
て
来
た
時
に

は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

振
り
込
め

詐
欺

　

公
的
機
関
を
装
い
、
ビ
ラ

や
は
が
き
な
ど
で
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
対
応
の
申
込
代
金
な

ど
を
指
定
口
座
に
振
り
込
ま

せ
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

国
や
放
送
事
業
者
、
デ
ジ

サ
ポ
か
ら
、
代
金
を
請
求
す

る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

電
話
で
の

勧
誘

　

電
話
で
国
や
放
送
事
業
者

な
ど
を
か
た
り
、
工
事
の
勧

誘
や
工
事
代
金
の
振
り
込
み

の
要
求
な
ど
を
行
う
も
の
。

　

市
は
、
平
成
１８
年
度
か
ら
、
音

声
告
知
器
設
置
事
業
と
併
せ
て
、

㈱
ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム
と
「
恵
那
市

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
」
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
対
策
を
含
む
、
テ
レ
ビ
難
視
聴

区
域
の
解
消
と
通
信
格
差
の
是
正

を
図
る
た
め
に
、
行
っ
た
事
業
で

す
。
光
ケ
ー
ブ
ル
網
で
、
市
全
体

を
整
備
し
た
日
本
で
初
め
て
の
市

で
す
。

　

音
声
告
知
器
に
よ
る
行
政
情
報

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
、
防
災
情

報
の
放
送
、
㈱
ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム

の
テ
レ
ビ
送
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者
に

と
っ
て
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

㈱
ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム
の
有
料

サ
ー
ビ
ス
へ
の
加
入
も
市
全
体
の

半
分
ほ
ど
と
な
り
、
鮮
明
で
情
報

豊
富
な
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
楽

し
む
家
庭
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
し
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
「
え
な
っ
コ
」

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
番
組
も
充
実
し
て

き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
収

録
し
た「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
番
組
」

や
保
育
園
と
幼
稚
園
の
元
気
な
子

ど
も
た
ち
が
登
場
す
る
「
み
ん
な

え
な
の
こ
げ
ん
き
な
こ
」、
旬
の

話
題
を
お
届
け
す
る
ニ
ュ
ー
ス
番

組
「
ほ
っ
と
イ
ン
え
な
」、
そ
の

ほ
か
音
楽
番
組
な
ど
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
も
豊
富
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
１２
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
放
送
し
て
い
る
「
え
な
っ
コ
」

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
、
よ
り
き
れ
い

な
映
像
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
機

器
更
新
の
計
画
を
し
て
ま
す
。

　

㈱
ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム
は
、
総
務

省
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
従
来
の
ア
ナ

ロ
グ
方
式
に
変
換
し
て
、
来
年

１
月
ご
ろ
か
ら
平
成
２７
年
３
月

末
日
ま
で
暫
定
的
に
配
信
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
で
は
、
来
年
７
月
２４

日
㈰
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
停

波
後
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
テ
レ
ビ
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
が
な
く
て
も
、
従
来
の
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
で
、
視
聴
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
開
始

時
期
は
予
定
で
あ
り
、
変
更
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
視
聴
し
て
い
る
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
従
来
通
り
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

㈱
ア
ミ
ッ
ク

ス
コ
ム
志
２
０
―
３

２

５

２
、

錆
０
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―
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第２次大綱
平成２３年度～２７年度

市
の
行
財
政
改
革
に
ご
意
見
を

「
経
営
」と「
協
働
」で
さ
ら
な
る
改
革

将
来
は
３０
億
円
の
収
入
減

　

市
は
、
平
成
１６
年
の
合
併
以
来
、
合
併

に
伴
う
普
通
交
付
税
の
算
定
の
特
例
が
適

用
さ
れ
、
通
常
よ
り
多
く
の
普
通
交
付
税

を
受
け
な
が
ら
、
市
政
を
運
営
し
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
特
例
も
平
成
２７
年
度
か

ら
段
階
的
に
縮
小
し
、
平
成
３２
年
度
に
は

完
全
に
無
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
勢
調

査
に
よ
る
市
の
人
口
は
、
平
成
１２
年
の

５
万
７
千
人
が
、
平
成
１７
年
は
５
万
５
千

え
る
お
金
が
約
３０
億
円
も
減
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
２０
年
度
歳
入
決

算
額
の
約
１１
％
に
当
た
り
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
の
算
定
の
特
例
が
縮
小
し

て
い
く
平
成
２７
年
度
以
降
は
、
大
幅
に
歳

入
が
落
ち
込
む
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
、
歳
出
も
大
幅
に
減
ら
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。　

人
件
費
と
物
件
費
が
多
い

　

現
在
の
市
の
財
政
状
況
が
、
他
の
団
体

と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か

を
考
え
て
み
ま
す
。
左
の
財
政
比
較
分
析

表
は
、
市
の
平
成
２０
年
度
決
算
を
類
似
団

体
と
の
比
較
で
表
し
た
も
の
で
す
。
緑
線

が
類
似
団
体
の
平
均
、
赤
線
が
市
の
比
率

で
す
。

　

市
の
場
合
は
「
将
来
負
担
の
状
況
」
や

「
給
与
水
準
」、「
財
政
構
造
の
弾
力
性
」

な
ど
は
、
平
均
値
か
平
均
よ
り
良
い
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
定
員
管
理
の
状
況
」
と
「
人

件
費
・
物
件
費
等
の
状
況
」
の
２
つ
が
、

類
似
団
体
の
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
人
口
に
対
し
て
職
員
数
が

多
い
こ
と
と
、
人
件
費
と
公
共
施
設
関
係

な
ど
の
物
件
費
を
合
わ
せ
た
支
出
が
多
い

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。　

安
定
し
た
自
治
体
運
営
を

　

人
口
減
少
社
会
や
地
域
主
権
の
時
代
に

対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
、
自
立
と
自
己

決
定
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的

に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
ら
れ
る

自
治
体
経
営
を
目
指
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

行
政
運
営
に「
経
営
」の
視
点
を
取
り
入
れ

ま
す
。

　

市
民
団
体
や
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
組
織

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と「
協
働
」
し
て
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
た
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
柔
軟
な

行
政
の
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

「
経
営
」
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ

　

市
の
歳
入
見
通
し
は
、
今
以
上
に
厳
し

く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
歳

入
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
く
状
況
の
中
で

大
切
な
こ
と
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と

い
う
限
ら
れ
た
経
営
資
源
に
つ
い
て
、
市

の
経
営
陣
や
幹
部
職
員
、
職
員
、
市
民
の

す
べ
て
が
、
部
分
的
な
最
適
で
は
な
く
、

全
体
的
な
最
適
を
考
え
な
が
ら
、
効
率
的

に
経
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
最
初
に
市
の
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
の
目
的
を
き
ち
ん
と
定
義
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
に
、
明
確
な
目
標

と
成
果
の
尺
度
を
規
定
し
、
常
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
よ
う
な
目
標
管
理
の

仕
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

「
協
働
」
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

世
の
中
の
変
化
に
伴
っ
て
、
市
民
が
市

の
サ
ー
ビ
ス
に
求
め
る
ニ
ー
ズ
も
、
多
様

化
や
高
度
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
市
だ
け
で
す
べ
て
対
応

し
て
い
く
こ
と
は
、
量
的
に
も
質
的
に
も

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ

ル
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
し
か
対
応
で

き
な
い
も
の
か
ら
、
市
民
活
動
団
体
、
地

域
自
治
区
内
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
組
織
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
公
益
法
人
、
民
間
企
業
で
対
応

で
き
る
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

担
う
「
協
働
」
の
考
え
方
に
よ
り
、
市
に

ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
、
適
切
な
負
担

と
受
益
の
も
と
に
提
供
さ
れ
る
市
民
社
会

を
目
指
し
ま
す
。

　

市
は
、
経
営
と
協
働
の
理
念
の
下
、
行

革
大
綱
の
中
で
、
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め

た
５
つ
の
柱
を
定
め
て
、
効
果
的
な
改
革

の
実
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。平
成
３２
年
に
は
、

さ
ら
に
約
４
万
８
千
人
に
減
少
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
口
減
少
の
影
響
も
合
わ
せ
て
、

平
成
３２
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、
約
２６
億

円
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
個
人
住

民
税
も
、
人
口
減
少
に
伴
い
１５
歳
以
上
６５

歳
未
満
の
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
こ

と
で
、
４
億
円
程
度
の
減
収
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
と
個
人
住
民
税
の
減
収
の

見
込
み
を
合
わ
せ
る
と
、
市
の
裁
量
で
使

　
市
で
は
、
「
経
営
」
と
「
協
働
」
を
基
本
理
念
に
、
平
成
１７
年
度
に
市
行
財
政
改

革
大
綱
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
普
通
会
計
の
職

員
数
は
平
成
１７
年
度
か
ら
約
２２
㌫
に
当
た
る
１
６
２
人
を
削
減
し
、
公
共
施
設
の
統

廃
合
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
取
り
組
み
の
金
銭
的
な
効
果
額

の
累
計
は
４
年
間
で
約
４３
億
円
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
改
革
大
綱
の
計
画
期
間
が

本
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
１２
月
２１
日
に
市
行
財
政
改
革
審
議
会
に
諮
問

し
、
来
年
度
か
ら
５
年
間
の
行
革
の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
素
案
に
つ
い
て
内
容
を
紹
介
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

           

 

　県や市町村などの地方公共団体が、市民の理解と協
力を得ながら財政の健全化を進めるため、総務省は「財
政比較分析表」の様式を定め、地方公共団体が作成し
て、公表することとしています。これは、人口や産業
構造が似ている類似団体と言われる、ほかの地方公共
団体と比較可能な財政指標で比較分析を行い、市民の
皆さんに分かりやすく開示するものです。
　本市は人口が５万人から１０万人で、第２次産業と
第３次産業従事者の合計が９５㌫未満で第３次産業
従事者が５５㌫以上のグループに属しています。この
グループには全国で１２９の地方公共団体が属してお
り、県内では本市と高山市が属しています。

▲日曜リサイクル広場は、毎月、第３日曜日に市民のボランティアによって開催されている

▲市役所では経営の視点が必要

財政比較分析表

財政力

財政構造の弾力性 将来負担の状況

公債費負担
の状況

定員管理の状況
給与水準

人件費・物件
費等の状況

（国との比較）

類似団
体平均

恵那市

（平成２０年度決算）

※類似団体平均を
１００とした比率
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問

パ

　市では、市民の皆さんの意見を反映させるため、第

２次行財政改革大綱（素案）について意見を募集します。

　素案は、企画課、市中央図書館、本庁舎情報公開コー

ナー、各振興事務所で閲覧できます。市ウェブサイト

にも掲載しています。http://www.city.ena.lg.jp/

※閲覧期間は意見募集期間と同じです

□募集期間　９月１日㈬～１０月３１日㈰㈰

□意見応募方法　閲覧場所にある所定の用紙か本紙折

り込みの「広報直通便」をご利用ください。通常の広

報直通便と区別するため、【行財政改革】などの見出

しを記入し、投かんしてください。ファクスやメール

でも応募できます。

　　企画課経営管理係（内線３３２）思２５-６１５０　糸 ki

kaku@city.ena.lg.jp

　

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立

行革大綱（素案）にご意見を

　

以
前
と
比
べ
職
員
の
意
識
改
革
は
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地

が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
引
き
続
き
、
幹
部

職
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
マ
ネ
ジ 

メ
ン
ト
を
通
じ
、
職
員
が
市
長
の
代
理
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
市
民
の
立
場
に

立
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
地
域
主
権
改
革
に
伴
い
、
国
と
地

方
の
あ
り
方
が
加
速
度
的
に
変
わ
る
時
代

に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
、
行
政
経
営

に
取
り
組
み
ま
す
。

■職場風土改革と意識改革
　総合計画などの目標を実現するため、部課な
どの単位で、部課長のリーダーシップによる目
標管理を行います。また、職員提案制度、エコ
意識の向上、コンプライアンスの推進などに取
り組み、評価と検証をしっかり行うことで職員
の横並び意識を解消し、職場風土改革と意識改
革を進めます。
■人事管理と人材育成の改革
　組織と個人の目標管理を一体的に運用し、引
き続き目標管理による経営に取り組み、人材育
成につなげるとともに、その評価を職員のやる
気につなげます。
■組織改革　
　現在策定中の定員適正化計画に
基づき、地域主権や少子高齢化な
ど社会変化に対応し、簡素で弾力
的な主要課題に対応できる組織機
構を構築していきます。

５
つ
の
柱
に
よ
る
改
革
の
進
め
方

案

　

今
後
の
市
財
政
の
見
通
し
は
、
平

成
２７
年
度
以
降
か
ら
非
常
に
厳
し
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
長
期
的
な
財
政
見
通
し
に
基
づ

き
、
歳
入
の
維
持
や
確
保
を
図
り
な

が
ら
、
歳
出
を
抑
制
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
抑
制
の
中
で
は
、
特
に
、

類
似
団
体
比
較
の
中
で
順
位
の
悪

か
っ
た
「
人
件
費
・
物
件
費
等
」
と

い
っ
た
経
常
経
費
を
抑
え
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
人

件
費
に
つ
い
て
は
職
員
定
数
の
適
正

化
を
さ
ら
に
進
め
、
物
件
費
に
つ
い

て
は
、
合
併
な
ど
に
よ
り
多
過
ぎ
る

公
共
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
、
毎
年

の
維
持
経
費
と
将
来
の
改
修
費
用
の

負
担
を
削
減
し
ま
す
。
ま
た
、
指
定

管
理
者
制
度
の
活
用
や
包
括
的
民
間

委
託
な
ど
に
よ
り
民
間
活
力
を
活
用

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
経
費
を
見

直
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

行
政
の
仕
事
が
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ

る
以
上
、
顧
客
で
あ
る
市
民
目
線
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
市
民
の

満
足
度
を
毎
年
計
測
し
な
が
ら
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
公
共
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

■歳入の維持確保
　市税などの滞納を減らして確実に納付してい
ただくことに加え、広告収入の確保など新たな
収入確保策を検討します。
■人件費などの見直し
　特別会計や公営企業会計の職員定数も一体的
に管理し、ことし 4 月時点で 802人の職員数を
平成 27 年4月には767人まで削減します。各種
審議会などの報酬の見直しや時間外手当の縮減
についても引き続き行います。
■公共施設の統廃合と維持管理経費の削減
　引き続き公共施設の統廃合について検討し、
可能なものから実施していきます。また、指定
管理者制度や包括的民間委託などの導入を行い
ます。
■事務事業の改革改善とコスト削減
　行政評価の取り組みで、事業の改善を進めま
す。そのほか公共工事コスト縮減や窓口業務の
委託化の検討などに取り組みます。
■公営企業と外郭団体の健全化
　料金など収納率の向上による収入の向上、各
公営企業の経営効率化、特別会計の統合、施設
の統合、分担金負担金の統一、外郭団体の経営
について健全化を進めます。
■そのほかの取り組み
　利用していない資産の有効活用や選挙投票区
などの見直し、分かりやすい財政情報の公表、
市税のあり方の検討などを行います。 

■市民満足度の把握
　５年に１回程度実施していた市民意識調査を、毎年実施することで、市
民の満足度や施策重要度を把握します。
■窓口サービスの充実
　さまざまな取り組みにより、窓口サービスアンケート調査での「満足」
と「やや満足」という回答の合計は９割を超えるようになりました。さら
に接客サービスの向上や庁舎環境の改善などを行います。
■公共施設サービスの充実
　教育環境の観点から小中学校の適正配置の具体的な検討に取り組みます。
また、公民館図書室のネットワーク化による図書館利用環境の充実も行い
ます。

■情報発信力の充実
　広報紙やホームページ、ケーブルテレビなどの媒体を通じ、情報発信
力を強化していくことに加え、情報発信に対する職員の意識向上を徹底
するとともに、市民の皆さんにも、提供した情報を活用できるようにし
ます。
■市民の声を反映する施策の充実
　市民の声を反映する施策に取り組んできましたが、まだ一部の委員会
や審議会にとどまっている状況です。引き続き委員の公募やパブリック
コメントなどに取り組むとともに、政策を形成する過程を明らかにする
ため、各種委員会や審議会の審議情報を公開します。

■市民活動の推進
　町づくり活動の一翼を担う市民ボランティアや市民活動
団体の活動の推進とともに、まちづくりのリーダーを育成
し、活動の輪を広げるネットワークを構築します。また、
市民活動の助成事業などにより、市民による協働事業が活
発化になるよう支援します。
■中間支援組織への支援の充実
　市まちづくり市民協会や地域自治区などの中間支援組織
が市民と市民、市民と行政などの間に立って、中立的な立
場から適切な判断と指導力を持ってコーディネート役とし
ての機能を発揮できるよう支援を充実していきます。
■地域自治活動への支援
　地域協議会と、町づくり実行組織を対象とした研修会や
住民参加による地域懇談会の開催などにより、地域自治区
の仕組みの充実を図ります。

　

市
を
構
成
す
る
市
民
や
企
業
、

市
役
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責

任
を
明
確
に
し
、
一
体
と
な
っ
て

町
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

情
報
共
有
の
指
針
に
基
づ
き
、

「
協
働
」
の
前
提
と
な
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
の
さ
ら
な
る
共
有
化
を

進
め
ま
す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

市
民
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
や
高
度
化
し
、
公
共
の
守
備

範
囲
は
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
町
づ
く
り
を
進
め

る
団
体
の
活
動
や
地
域
自
治
区
で
も
地
域
の
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
を
自
ら
考
え
、
行
動

す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
１９
年
度
に
「
恵
那
市
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
も
指
針
に
基

づ
き
、
行
政
と
住
民
が
相
互
に
連
携
し
、
と
も
に
担

い
手
と
な
っ
て
協
働
に
よ
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

 

新
し
い
自
治
の
仕
組
み
の
確
立

　

 

地
域
主
権
の
時
代
を
担
う
人
材
育
成
と
組
織
改
革

  

市
民
と
の
情
報
共
有
に　

  

　

  

よ
る
市
民
参
画
の
促
進

  

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行　

　

 

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

1

１

1

２

1

５

1

４

1

３

▲

職場風土の改革では、さまざまな取り
組みが行われている。写真は、政策形成
能力を向上するため、幹部職員などを対
象に行われた研修　　　　　　　　　　

▲

第１次行革大綱で統合が決まり、恵南クリーンセンターあおぞらを統合して、
市内の全可燃ごみを取り扱っているエコセンター恵那。処理場を一つに集中し
たことで、約２億から３億円の経費の削減を行っている
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パ

常
的
に
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
利
用
し
や
す
い
料
金
の
設
定
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
料
の
減
額
・
免

除
に
つ
い
て
は
、
過
度
な
措
置
を
取
ら
な

い
よ
う
、
政
策
的
に
必
要
な
特
例
的
措
置

と
し
て
定
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
使
用
料
の
考
え
方
（
素
案
）
を

基
に
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
加
味
し
、
使
用

料
の
統
一
し
た
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

■
料
金
見
直
し
素
案
（
要
約
）

・
基
本
的
な
考
え
方

①
受
益
者
負
担
の
原
則

　

利
用
す
る
人
と
利
用
し
な
い
人
と
の
負

担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
適
正
な

料
金
を
利
用
す
る
人
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

②
公
平
性
の
あ
る
料
金
体
系
の
整
備

　

類
似
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
料

金
体
系
（
時
間
単
位
、
単
価
）
を
統
一
す

る
こ
と
。
ま
た
使
用
料
算
定
に
当
た
っ
て

は
、
明
確
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と
し
ま

す
。

③
減
額
や
免
除
基
準
の
見
直
し

　

利
用
者
負
担
の
原
則
に
よ
り
、
利
用
者

か
ら
等
し
く
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
政
策
的
に
必
要
な
措
置
に
つ
い

て
は
、
次
の
基
準
に
よ
り
使
用
料
の
減
額

や
免
除
を
認
め
ま
す
。
た
だ
し
、
過
度
な

措
置
を
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

・
算
定
に
当
た
り
配
慮
す
る
事
項

　

新
た
な
料
金
は
、
現
行
の
料
金
の
２
倍

を
超
え
な
い
範
囲
で
設
定
し
ま
す
。
ま
た

市
民
の
利
用
頻
度
が
非
常
に
高
い
よ
う
な

地
区
公
民
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
料
金
に
よ
っ
て
利
用
率
が
大

幅
に
下
が
ら
な
い
よ
う
に
、
利
用
し
や
す

い
料
金
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

・
定
期
的
な
見
直
し
と
検
証

　

料
金
体
系
や
減
免
基
準
な
ど
に
つ
い
て

は
、市
の
政
策
や
市
民
意
識
に
よ
り
、日
々

変
化
す
る
も
の
で
す
。
定
期
的
に
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
、
見
直
し
の
期
間
は

原
則
３
年
ご
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
稼
働
率
や
利
用
状
況
な

ど
に
つ
い
て
も
検
証
を
行
い
、
施
設
の
統

廃
合
や
廃
止
も
視
野
に
入
れ
ま
す
。

■
施
設
の
使
用
料
を
適
正
化

　

市
に
お
け
る
公
の
施
設
の
使
用
料
は
、

合
併
前
の
料
金
体
系
が
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
料
金
を
区
分
す
る
時

間
の
単
位
や
、
料
金
単
価
が
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
同
じ
よ
う
な
施
設
で
も
、
料
金
体
系

に
違
い
が
あ
り
公
平
性
に
欠
け
て
い
て
、

市
の
一
体
性
が
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
現
在
は
、
施
設
ご
と
に
使
用
料
の

減
額
や
免
除
基
準
を
定
め
、
多
く
の
団
体

が
減
免
の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
利
用
件
数
や
稼
動
率
か
ら
は
少
な
い

使
用
料
の
収
入
と
な
り
、
施
設
の
維
持
管

理
経
費
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
維
持
管
理
経
費
の
資
金
は
、
利

用
者
か
ら
利
用
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ

る
使
用
料
と
、
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
で

賄
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
利
用
す
る

人
と
利
用
し
な
い
人
と
の
、
負
担
の
公
平

性
が
確
保
さ
れ
た
適
正
な
料
金
体
系
の
整

備
が
必
要
で
す
。

　

施
設
の
中
で
も
地
区
公
民
館
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
よ
う
な
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日

▲ソフトバレーボールを楽しむ皆さん（東野小学校の屋内運動場で）

▲

岩
村
公
民
館

使用料の考え方（素案）にご意見を
　市では、市民の意見を反映させるため、使用料の考

え方（素案）についての意見を募集します。素案は、

企画課、財務課、市中央図書館、本庁舎情報公開コー

ナー、各振興事務所で閲覧できます。市ウェブサイト

にも掲載しています。http://www.city.ena.lg.jp/

※閲覧期間は意見募集期間と同じです。

□募集期間　９月１日㈬～９月３０日㈭

□意見応募方法　閲覧場所にある所定の用紙や、本紙

に折り込みの「広報直通便」をご利用ください。通常

の広報直通便と区別するため、【使用料見直し意見】

などの見出しを記入し、投かんしてください。ファク

スやメールでも応募できます。

　　財務課財政係（内線３５７）思２５- ６１５０　糸 zaisei

@city.ena.lg.jp

公の施設の使用料

公
平
性
の
観
点
か
ら
ル
ー
ル
を
定
め
る

市
行
革
審
の
見
直
し
素
案
に
ご
意
見
を

　
市
行
財
政
改
革
審
議
会
で
は
市
長
の
依
頼
を
受
け
、
昨
年
１２
月
２１
日
に
開
催
し
た

会
議
か
ら
３
回
に
わ
た
っ
て
、
公
の
施
設
の
使
用
料
見
直
し
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
使
用
料
の
基
本
的
な
考
え
方
や
料
金
設
定
、
統
一
的
な

減
額
や
免
除
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
審
議
。
施
設
の
利
用
者
の
受
益
と
市
民
負
担
に

配
慮
し
、
負
担
の
公
平
性
の
原
則
か
ら
素
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
使
用
料
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
定
で
「
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。
た
だ
し
、
新
市
に
お
け
る
住
民
の
一
体
性

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
負
担
に
配
慮
し
、
負
担
の
公
平
性
の
原
則
か
ら
、

適
正
な
料
金
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
調
整
す
る
」
と
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
公
の
施
設
の
使
用
料
の
考
え
方
（
素
案
）
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
減
額
及
び
免
除
の
基
準
】

◆
免
除
（
使
用
料
、
冷
暖
房
料
、
付
帯
設

備
や
備
品
使
用
料
と
も
）

①
市
（
行
政
委
員
会
、
附
属
機
関
を
含

む
）
が
主
催
す
る
場
合
。

②
施
設
の
管
理
者
が
管
理
目
的
で
使
用

す
る
場
合
。

③
行
政
を
補
完
す
る
団
体
が
使
用
す
る

場
合
。

④
青
少
年
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
使
用
す
る
場
合
。

◆
５０
㌫
の
減
額
（
使
用
料
の
み
）

①
国
、
県
が
主
催
す
る
場
合
。

②
市
が
共
催
ま
た
は
後
援
す
る
場
合
。

③
公
共
的
団
体
が
使
用
す
る
場
合
。

④
市
が
推
進
す
る
市
民
三
学
運
動
に
寄

与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
団
体
が
使
用
す

る
場
合
。

◆
３０
㌫
の
減
額
（
使
用
料
の
み
）

①
公
益
上
必
要
な
活
動
と
認
め
ら
れ
る

場
合
。

問
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□
と
き　

９
月
８
日
㈬
午
前
１０

時
―
正
午

□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館

　
　

露
木
淳
子
志
２
６
―
２
６

６
０

　

市
立
恵
那
病
院
内
の
玄
関
、

待
合
室
、
ロ
ビ
ー
な
ど
へ
絵
画

を
展
示
し
て
き
た
人
た
ち
の
１０

号
か
ら
１
０
０
号
の
作
品
、
６０

数
点
を
展
示
し
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１０
日
㈮
、
１１
日

㈯
、
１２
日
㈰
午
前
９
時
―
午
後

６
時（
１２
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

市
民
会
館

　
　

鈴
木
徹
志
２
６
―
３
５
７

７【
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
】

□
と
き　

９
月
１５
日
㈬
、
２９
日

㈬
、
１０
月
１３
日
㈬
、
２７
日
㈬
午

前
１０
時
―
正
午

【
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
】

□
と
き　

９
月
１０
日
㈮
、
２４
日

㈮
、
１０
月
８
日
㈮
、
２２
日
㈮
午

後
１
時
―
３
時

【
共
通
】

□
対
象
者　

市
内
に
在
住
し
、

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

（
送
迎
や
付
き
添
い
は
、
各
自

で
お
願
い
し
ま
す
）

□
定
員　

５
人
程
度

□
内
容　

パ
ソ
コ
ン
入
門
か
ら

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
入
門
と

基
礎

□
料
金　

受
講
回
数
に
関
係
な

く
、
５
０
０
円
／
月
（
別
途
資

料
代
な
ど
）

□
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

（
パ
ソ
コ
ン
の
無
い
方
に
は
、
貸

し
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法　

フ
ァ
ク
ス

か
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志

０
９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４

９
思
２
６
―
１
９
８
５

　

来
年
は
、
サ
ク
ラ
と
花
シ
ョ

ウ
ブ
の
研
究
で
有
名
な
、
岩
村

出
身
の
植
物
学
者
三
好
学
先
生

の
生
誕
１
５
０
年
で
す
。

　

三
好
先
生
の
功
績
を
通
じ

て
、
人
物
像
な
ど
も
紹
介
し
ま

す
。

□
と
き　

９
月
１８
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館

□
講
師　

鈴
木
誠
氏
（
東
京
農

業
大
学
教
授
）

□
受
講
料　

２
０
０
円
（
当
日

会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
わ
む
ら
一
斎
塾

（
堀
井
）
志
４
３
―
２
０
２
５

　

キ
ツ
ネ
の
メ
ー
ク
を
し
た
子

ど
も
た
ち
が
、
浴
衣
姿
で
街
中

を
練
り
歩
き
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１９
日
㈰
午
後
４

時□
と
こ
ろ　

つ
き
の
く
ら
（
大

井
町
銀
座
三
丁
目
）

※
午
後
３
時
に「
つ
き
の
く
ら
」

に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー

ク
を
し
て
か
ら
出
発
し
ま
す

　
　

中
山
道
大
井
宿
し
ぶ
ろ
く

（
小
椋
）
志
２
５
―
４
１
２
８

□
と
き　

９
月
２５
日
㈯
午
後
５

時
―
９
時

□
と
こ
ろ　

銀
座
２
丁
目
駐
車

場
（
西
銀
座
通
り
）

□
参
加
費　

無
料

□
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

（
男
女
問
わ
ず
）

□
参
加
チ
ー
ム　

３２
チ
ー
ム

（
１
チ
ー
ム
３
―
４
人
）

□
応
募
方
法　

①
チ
ー
ム
名
②

キ
ャ
プ
テ
ン
の
氏
名
・
住
所
・

学
年
・
電
話
番
号
③
チ
ー
ム

全
員
の
氏
名
・
学
年
―
を
明
記 

し
て
、
は
が
き
か
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
応
募
し
て
下
さ
い
。

□
締
め
切
り　

▽
は
が
き
＝
９

月
１８
日
㈯
（
必
着
）　

▽
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
＝
９
月
２０
日
㈪
（
午

前
７
時
ま
で
） 

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
０

１
恵
那
市
大
井
町
２
５
１
―

４
４　

伊
東
聖
司
志
２
５
―
２

２
１
１
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
:

//en
a-3

on
3
.en

at.jp

）

　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
開
催
す
る
、
１０
月
期
の
講
座

を
ご
案
内
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】 

□
と
き　

１０
月
７
日
㈭
、
１９
日

㈫
、
２１
日
㈭
、
２６
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半

□
内
容　

ウ
イ
ン
ド
ー
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

【
年
賀
状
講
座
】 

□
と
き　

１０
月
７
日
㈭
、
１４
日

㈭
、
２１
日
㈭
、
２８
日
㈭
、
１１
月

１１
日
㈭
、
１８
日
㈭
午
後
１
時
―

３
時

□
内
容　

ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル

で
宛
名
面
（
表
面
）
と
文
書
面

（
裏
面
）
を
作
成
し
ま
す
。

□
対
象　

ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ

ル
を
使
用
し
た
こ
と
の
あ
る

方
（
ど
ち
ら
も
バ
ー
ジ
ョ
ン

２
０
０
２
の
方
を
優
先
。
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
、 

ほ
か
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
対
応
し
ま
す
）

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
２
５
０
０
円
程
度

必
要
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
を
８
８
０
円
で
購
入
い
た

だ
く
か
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

【
共
通
】

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
申
し
込
み
期
間　

９
月
１０
日

㈮
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

９
月
２９
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
９
月
３０
日

㈭
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

※
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分
か
ら
な
い

方
、
ほ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
方

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

農
村
景
観
日
本
一
の
地
（
岩

村
町
富
田
地
区
）
で
開
催
さ
れ

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
コ
ー
ス

中
の
各
所
で
、
湯
茶
や
枝
豆
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
で
は
、
農
村
景
観
日

本
一
産
の
新
米
３０
㌔
が
当
た
る

抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

の
ど
か
な
田
園
の
休
日
を
満
喫

し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

９
月
２３
日
㈭
受
付
時

間
午
前
９
時
―
１１
時
、
受
け
付

け
後
、
案
内
地
図
を
受
け
取
り

随
時
出
発

□
ス
タ
ー
ト　

▽
Ａ
地
点
＝
岩

村
歴
史
資
料
館
前　

▽
Ｂ
地
点

＝
明
知
鉄
道
飯
羽
間
駅 

※
Ｂ
地
点
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い 

□
ゴ
ー
ル　

ふ
る
さ
と
富
田
会

館（
制
限
時
間
午
後
１２
時
４５
分
） 

□
参
加
費　

５
０
０
円
（
中
学

生
以
下
は
３
０
０
円
）

　
　

市
観
光
協
会
岩
村
支
部
事

務
局
志
４
３
―
３
２
３
１
、
城

下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら
志
４
３

―
４
６
２
２

　

「
自
分
磨
き
を
応
援
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
瑞
浪
を
基
点
と

し
て
活
動
す
る
「
風ふ

う

香か

の
会
」

は
、
出
会
い
の
た
め
の
自
分
磨

き
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

思
わ
ず
声
を
掛
け
た
く
な

る
、
あ
な
た
の
オ
ー
ラ
を
引
き

出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

１０
月
１０
日
㈰
午
後
１

時
―
４
時

□
と
こ
ろ　

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

（
土
岐
市
）

□
内
容　

恋
愛
講
座
と
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
の
体
験
レ
ッ
ス
ン

□
対
象　

お
お
む
ね
２０
歳
―
４５

歳□
定
員　

男
性
５０
人
、
女
性
５０

人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
）

□
講
師　

大
竹
美
保
子
氏
（
ク

リ
エ
イ
ト
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
代
表

取
締
役
）

□
会
費　

１
５
０
０
円

□
そ
の
他　

５
０
０
円
相
当
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　

風
香
の
会
志
０
９
０

―
７
６
８
９
―
８
５
７
５

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

　

こ
と
し
３
月
に
、
市
内
の
一
部
の

公
民
館
に
「
返
却
ポ
ス
ト
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
返
却
ポ
ス
ト
に
、

中
央
図
書
館
で
借
り
た
本
を
、
自
由

に
返
却
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

か
。

　

バ
ー
コ
ー
ド
で
読
み
取
る
貸
し
出

し
方
法
で
あ
れ
ば
、
返
却
可
能
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

都
合
の
い
い
場
所
で
返
す
こ
と
が
で

き
た
ら
、
利
用
率
も
上
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
中
央
図
書
館
で
「
○
○

で
返
し
ま
す
」
と
申
請
し
た
本
と
、

返
却
ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
公

民
館
の
本
は
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

中
央
図
書
館
で
借
り
た
本

を
、
地
区
公
民
館
で
返
却
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
借
り
る

時
に
「
○
○
公
民
館
で
返
却
を
希
望

し
ま
す
」
と
申
し
出
て
、
返
却
用
の

青
い
袋
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

返
却
は
、
こ
の
袋
に
本
を
入
れ
て
公

民
館
へ
提
出
し
ま
す
。

　

公
民
館
が
開
館
し
て
い
る
と
き

は
、
窓
口
の
職
員
に
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
誤
返
却
と
本
が
痛

む
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
で
す
。
閉

館
し
て
い
る
と
き
は
、
返
却
用
ポ
ス

ト
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
央
図
書
館
の
図
書
は
、
ど
こ
の

公
民
館
で
も
返
却
で
き
ま
す
が
、
地

区
公
民
館
の
図
書
は
、
そ
の
公
民
館

へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

図
書
が
中
央
図
書
館
に
届
か
な
い

と
返
却
し
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。

公
民
館
へ
の
配
送
便
は
、
毎
週
木
曜

日
で
す
。
期
限
に
は
注
意
し
て
、
返

却
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
中
央
図
書
館
）▲地域の公民館へ返却するための袋

申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲昨年の秋の月待お堂めぐりの様子

問

問

申
・
問

問

申
・
問

恵
那
画
友
会
作
品
展
の

開
催

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

父
子
家
庭
の
祖
父
母
会

お
月
見
参
り

こ
ぎ
つ
ね
行
列　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら

一
斎
塾
特
別
公
開
講
座

第
１７
回
秋
の
月
待
ち
お

堂
め
ぐ
り　

男
と
女
の
恋
愛
講
座

参
加
者
募
集

１０
月
期
講
座
の
ご
案
内

３
ｏ
ｎ
３
ス
ト
リ
ー
ト
バ

ス
ケ
大
会　

問

申
・
問

申
・
問

中
央
図
書
館
の
本
は
公

民
館
で
も
返
却
可
能

問



特別展観
「木曽海道六拾九次之内」

９/２㈭～９/２６㈰

歌川広重

≪木曽海道六十九

次之内　宮ノ越≫

田中コレクション

　中山道広重美術館が誇る田中コレクション≪木曽

海道六拾九次之内≫の年に一度のお披露目展示で

す。

９月５日掌、１０月３日掌は、市民の日（市民に限り観

覧料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」と

お伝えください )

　　中山道広重美術館志２０-０５２２

　

双
子
の
育
児
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。
子
ど
も
の
心
の
発
達
の
学

習
と
、先
輩
マ
マ
と
の
交
流
で
す
。

□
と
き　

１０
月
４
日
㈪
午
前
１０
時

―
正
午

□
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
講
師　

水
野
香
代
氏

□
締
め
切
り　

９
月
１７
日
㈮

　
　
　
　

恵
那
保
健
所
志
２
６
―

１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

　

木
の
良
さ
を
広
く
理
解
し
、
認

識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
１１
月
６

日
㈯
―
７
日
㈰
に
開
催
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
に
、
出
展
す
る
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

□
対
象　

市
内
に
在
学
、
在
住
、

在
勤
の
方
と
小
中
学
生
。

□
部
門　

▽
木
工
作
品
部
門
（
小

学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般

の
部
＝
作
品
は
一
辺
が
１
８
０
丶

以
内
。
▽
木
材
利
用
ア
イ
デ
ア
部

門
＝
木
材
の
新
た
な
利
用
方
法

を
、
８
０
０
字
程
度
の
文
章
や
最

大
Ａ
３
ま
で
の
絵
で
表
現
。　

□
入
賞　

各
部
門
に
賞
を
用
意
。

□
締
め
切
り　

１０
月
１５
日
㈮㈮

□
応
募
方
法　

①
作
品
名
②
住
所

③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
―
を

記
入
の
上
、
応
募
用
紙
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
、
は
が
き
で
申
し
込
む
。

　
　
　
　

林
業
振
興
課
（
内
線

５
２
６
）
死rin
g

y
o
u
sh

in
k
o
u
@

city
.en

a.lg
.jp

 

　　

大
分
県
竹
田
市
で
開
催
す
る
嚶お

う

鳴め
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
竹
田
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
は
、
ツ
ア
ー

の
参
加
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
２２
日
㈮
―
２４
日
㈰

□
料
金　

７
万
５
８
０
０
円
／

人
（
中
部
国
際
空
港
集
合
）、

４
万
８
５
０
０
円
／
人
（
Ｊ
Ｒ
熊

本
駅
・
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
集
合
）

□
定
員　

各
４０
人
（
先
着
順
）

□
締
め
切
り　

９
月
１０
日
㈮

　
　
　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
２
１
５
）

　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の
木
で
は
、

宅
地
分
譲
に
つ
い
て
、
新
価
格
で

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の

木
地
内
（
武
並
町
藤
）

□
分
譲
区
画
数　

４１
区
画

□
区
画
面
積　

２
０
６
平
方
㍍
―

２
７
２
平
方
㍍

□
区
画
分
譲
価
格　

３
８
６
万
円

―
５
１
２
万
円

※
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//ju
k

o
.g

ifu
-d

jr.o
r.jp

/

）
で
確
認

　
　

県
住
宅
供
給
公
社
管
理
第
１

課
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０
５

１

□
期
間　

１０
月
１
日
㈮
―
平
成
２４

年
３
月
３１
日

□
勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
９
時

―
午
後
５
時

□
給
料　

１
８
０
０
円
―
２
０
０

０
円
（
応
談
）

□
通
勤
手
当　

５
０
０
円
／
日

（
通
勤
距
離
で
異
な
り
ま
す
）

□
そ
の
他　

寮
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

国
保
上
矢
作
病
院
総
務

課
志
４
７
―
２
２
１
１

募
集

双
子
や
三
つ
子
ち
ゃ
ん
の

保
護
者
学
習
会

薬
剤
師
の
臨
時
職
員

　

１０
月
１
日
㈮
か
ら
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
、
保
健
所
へ
イ
ヌ
や

ネ
コ
の
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
場

合
は
、
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
事
前
に
、
電
話
な
ど
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
こ
ろ　

恵
那
保
健
所
（
恵
那

総
合
庁
舎
内
）

□
と
き　

毎
週
木
曜
日
の
午
前
中

□
手
数
料　

イ
ヌ
・
ネ
コ
と
も

１
匹
に
つ
き
生
後
９１
日
以
上
は

２
０
０
０
円
、生
後
９０
日
以
下
は
、

４
０
０
円
。

※
納
入
は
県
収
入
証
紙
で
行
う　

　
　
　

恵
那
保
健
所
志
２
６
―

１
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

　

市
茶
道
連
盟
の
協
力
に
よ
り
、

来
館
者
に
抹
茶
を
振
る
舞
い
ま
す
。

大
井
宿
の
散
策
を
兼
ね
て
、
立
ち

寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

９
月
１１
日
㈯
、
１８
日
㈯

午
前
１０
時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他　

大
人
２
０
０
円
、
小

人
１
０
０
円
の
入
場
料
が
必
要
で

す
。

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
２
３
５
）

　

市
税
を
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま

で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事

情
に
応
じ
た
納
付
方
法
を
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

　

当
日
は
、
市
税
の
納
付
も
受
け

付
け
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１８
日
㈯
午
前
９
時

―
午
後
５
時

※
当
日
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。
平
日
の
相

談
時
間
は
、
午
前
８
時
半
―
午
後

５
時
１５
分
で
す

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
第
二
庁
舎

１
階
）

□
持
ち
物　

納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
な
ど
と
認
印

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収

法
に
よ
り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
・
５
０
８
）

　

県
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員
を

目
指
し
て
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
、

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
こ
ろ　

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

（
東
濃
会
場
）

□
定
員　

３０
人
（
先
着
順
）

□
と
き　

１０
月
９
日
㈯
、
１６
日
㈯

午
前
９
時
半
―
午
後
４
時
半

□
締
め
切
り　

１０
月
２
日
㈯
（
必

着
）

□
対
象　

消
費
生
活
相
談
員
な
ど

を
目
指
し
て
い
る
方
や
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
法
律
知
識

を
学
び
た
い
方
。

□
受
講
料　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

①
氏
名
・
住

所
②
電
話
番
号
③
会
場
名
―
を
記

入
し
郵
送
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
。

　
　
　
　

〒
５
０
０
―
８
５
７
０

岐
阜
市
藪
田
南
２
―
１
―
１　

県

環
境
生
活
政
策
課
消
費
生
活
担

当
「
消
費
生
活
講
座
（
専
門
コ
ー

ス
）」
係
志
０
５
８
―
２
７
２
―

８
２
０
４
思
０
５
８
―
２
７
８

―
２
６
０
５
死c1

1
2
6
0
@

p
ref.

g
ifu

.lg
.jp

申
・
問 案

内

イ
ヌ
や
ネ
コ
の
引
き
取
り

が
有
料
に
な
り
ま
す

中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
で

抹
茶
体
験

問

問

申
・
問

申
・
問

消
費
者
生
活
講
座
の
専
門

コ
ー
ス
を
開
催

休
日
納
税
相
談
を
実
施

大
幅
値
下
げ
の
分
譲
宅
地

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の
木

え
な
の
木
、
も
り
の
木
、

き
に
な
る
木
コ
ン
テ
ス
ト

市観光物産館「えなてらす」が９月１７日晶にオープン

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
竹
田

へ
の
ツ
ア
ー

▲臓器提供の意思
を表示する方は、
記入と署名をし
てください

　１世帯につき１枚交付していた保

険証が、１０月１日㈮からは、カー

ド形式で１人に１枚となります。家

族がそれぞれ持つことができるので

便利です。新保険証は９月下旬に郵

送しますので、台紙からはがして使

用ください。１０月からの受診は、

新しい保険証を必ず医療機関に提示

してください。

《紛失や破損に注意》

　保険証は保険加入を証明する大切

なものです。紛失や破損した場合は、

再交付の手続きをしてください。

《古い保険証は破棄》

　有効期限の過ぎた保険証は、使用

できません。個人情報が読み取れな

いよう、細かく裁断して破棄してく

ださい。

《保険の変更などの手続き》

　社会保険などの加入や転出など、

資格の異動手続きは、異動する人の

保険証を持参してください。世帯主

変更や住所変更など、記載事項変更

は、国民健康保険に加入する世帯全

員分の保険証カードが必要です。

《臓器提供の意思表示欄を追加》

　臓器提供に関する法律の改正によ

り、国保の保険証裏面に「臓器提供

に関する意思表示欄」が、設けられ

ました。意思表示欄への記入に、協

力ください。

　　市民課保険係（内線１４５・

１４７・１４８）

１０月から国民健康保険証が１人１枚に更新・ ・

▲保険証はキャッ
シュカードと同じ
大きさで、色は藤
色のみとなります

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

問

問

　恵那駅前の「えなてらす」が

１７日㈮に開業します。

　栗きんとんの食べくらべセッ

トをはじめとする和菓子や、お

米・野菜・寒天製品・肉製品な

ど市内１３地域の特産品を一堂

に集め、恵那の旬の味をお届け

します。ぜひ、ご来店ください。

□営業時間　午前９時～午後６

時（ただし、１２月３０日～１月

４日を除く）

□記念式典　 ▽ とき＝９月１７

日㈮　午前８時半～９時半

▽内容＝宮嶋麻衣さん（恵那観

光大使）によるトークや加藤拓

三さん（恵那観光大使）の和太

鼓演奏。五平もち、フランクフ

ルトなどの出店販売。

　　市観光協会志２５-４０５８、

観光交流室（内線５３０）
▲市内の特産品をあしらった「え
なてらす」のロゴマーク
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　笠置山クライミング協会は、７月２５日、笠置山クライ

ミングエリアの1周年を記念して、ニューエリアを発表。

新たに整備した「猪まちエリア」のお披露目に、プロクラ

イマーの小山田さんも参加し、実技を披露しました。

　来年開催する大正百年祭の総決起大会が、７月３０日、

明智かえでホールで行われました。式典終了後には、地

域の方や関係者など約５００人が参加したちょうちん行列

が、日本大正村駐車場までの約１キロを練り歩きました。

　科学や工作などの体験イベント、子どもフェスタが、

７月２４日と２５日に恵那文化センターで開催。中高生の

ボランティアが参加する中、子どもたちは工作など親切

な手ほどきや説明を受け、楽しい体験となりました。

　市の西部に位置する工業団地、恵那テクノパークの第３

期拡張工事が完成。７月２６日に関係者ら約１４０人の出

席で、竣工式が開催されました。また記念植樹には、武

並保育園と佐々良木保育園の園児４２人も参加しました。

　

山
岡
小
学
校
の
校
舎
と
屋
内
運
動
場
の
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

式
が
、
８

月
２３
日
、
全
校
生
徒
２
４
７
人
と
関
係
者
約
７０
人
の
出
席

で
開
催
。
児
童
の
代
表
は
「
木
の
香
り
が
し
て
、
す
ご
く

気
持
ち
が
い
い
。
み
ん
な
で
大
切
に
使
っ
て
い
き
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
校
舎
は
２
階
建
て
、
屋
内
運
動

場
は
平
屋
建
て
。
柱
や
は
り
に
県
内
産
の
ス
ギ
、
内
壁
は

市
内
産
の
ヒ
ノ
キ
を
原
木
量
で
約
１
８
１
０
立
方
㍍
使
用

し
て
い
ま
す
。
式
典
終
了
後
、
児
童
た
ち
は
、
１
０
７
㍍

も
あ
る
廊
下
を
嬉
し
そ
う
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

作る楽しみと不思議な世界を体験

テクノパーク第３期拡張工事が完成

１周年を迎えたクライミングエリア

大正百年祭の成功を祈りちょうちん行列 地
域
材
で
建
て
た
木
造
校
舎
と
体
育
館
が
完
成

明智町

寺本 埜
の

乃
の

ちゃん

の
ん
ち
ゃ
ん
♡
１
歳
お
め

で
と
う
☆
お
姉
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
し
て
ね
♡

展
章
さ
ん
・
麻
由
さ
ん

　１０月に１歳の誕生日を迎え
るお子さんの写真を募集しま
す。写真（なるべく一人で胸か
ら上で顔全体が写っているも
の）の裏に住所、氏名（ふりがな）、
生年月日、性別、電話番号、両親
の氏名、３０字以内のコメントを
添えて、９月１５日㈬までに申し
込みください。またケーブルテ
レビ放映の可否についてもご記
入ください。申し込み多数の場
合は先着順により掲載します。

９月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

大井町

近藤 陽
ひ

太
なた

くん

毎
日
キ
ミ
の
成
長
す
る
姿

を
見
て
家
族
み
ん
な
元
気

を
も
ら
っ
て
る
よ
！

伸
孝
さ
ん
・
千
洋
さ
ん

長島町

渡邉 斗
と

翔
わ

くん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
い
っ

ぱ
い
笑
っ
て
元
気
に
大
き

く
育
っ
て
ね
☆

良
亮
さ
ん
・
ち
え
み
さ
ん

明智町

水草 朱
あ

音
かね

ちゃん

お
め
で
と
う
♡
お
姉
ち
ゃ

ん
の
ま
ね
っ
こ
大
好
き
！

将
来
が
楽
し
み
で
す
♪

英
治
さ
ん
・
美
奈
さ
ん

武並町

林 慶
けい

徒
と

くん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

慶
く
ん
の
笑
顔
が
み
ん
な

大
好
き
だ
よ
♡

昌
弘
さ
ん
・
映
里
さ
ん

岩村町

成瀨 遥
はるか

ちゃん

い
つ
も
カ
ワ
イ
イ
笑
顔
を

あ
り
が
と
う
♡
お
兄
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
育
っ
て
ね
。

憲
児
さ
ん
・
亜
希
さ
ん

明智町

藤岡 礼
れい

ちゃん

か
わ
い
い
、
か
わ
い
い
礼

ち
ゃ
ん
。
礼
儀
正
し
い
子

に
育
っ
て
ね
。

勇
太
さ
ん
・
夕
貴
さ
ん

三郷町

丸山 稜
あや

乃
の

ちゃん

元
気
い
っ
ぱ
い
の
あ
ー

ち
ゃ
ん
、
た
く
さ
ん
の
笑

顔
あ
り
が
と
う
♡

貴
司
さ
ん
・
喜
子
さ
ん

明智町

堀 愛
あい

那
な

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
。
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔

を
見
せ
て
ね
♪

幸
司
さ
ん
・
裕
子
さ
ん

上矢作町

安藤 実
み

莉
のり

ちゃん

た
く
さ
ん
食
べ
て
早
く
大

き
く
な
あ
れ
♡
大
好
き
だ

よ
み
の
り
♡

耕
介
さ
ん
・
亜
季
奈
さ
ん

東野

伊藤 蓮
れん

珠
じゅ

くん

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　

Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ

ｈ
ｄ
ａ
ｙ
☆
こ
れ
か
ら
も

そ
の
笑
顔
を
大
切
に
♡

知
幸
さ
ん
・
紀
衣
さ
ん

長島町

大宮 望
の

愛
あ

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
リ
ズ

ム
に
の
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
。

大
き
く
な
ー
れ
ー
♡

且
裕
さ
ん
・
恵
子
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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大
井
町
土
々
ケ
根
３

小こ

板い
た 

潤
じ
ゅ
ん

治じ

さ
ん　

４９
歳

　

市
を
舞
台
に
制
作
す
る
映
画
「
ふ
る
さ

と
が
え
り
」
の
撮
影
が
、
８
月
２９
日
か
ら

始
ま
っ
た
。
こ
の
映
画
に
は
、
プ
ロ
の
俳

優
の
ほ
か
に
市
民
も
出
演
す
る
。

　

５０
年
ほ
ど
前
、
映
画
「
青
い
山
脈
」
の

撮
影
に
恵
那
は
沸
い
た
。
今
で
も
、
当
時

を
知
る
人
た
ち
の
大
き
な
思
い
出
。

　

「『
青
い
山
脈
』
の
よ
う
に
、
５０
年
先
に

つ
な
が
る
映
画
を
作
っ
て
み
た
い
。
人
を

つ
な
げ
る
手
段
に
な
れ
ば
」
と
話
す
「
え

な
『
心
の
合
併
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表

の
小
板
潤
治
さ
ん
。

　

平
成
１６
年
１０
月
、
市
町
村
合
併
で
新
恵

那
市
が
誕
生
。
形
の
上
で
は
一
つ
に
な
っ

て
も
、
地
域
や
心
の
交
流
は
な
か
な
か
進

ま
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
通

し
て
市
民
が
一
体
感
を
感
じ
る
よ
う
に
、

５
年
前
、
１０
人
ほ
ど
の
仲
間
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
恵
那
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
や
、
活
動
を
通
し
て
恵
那

を
元
気
に
し
た
い
と
願
う
、
１０
代
か
ら
７０

代
の
有
志
の
集
ま
り
。
現
在
、
賛
同
す
る

仲
間
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る
。
公
演
会

や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
６
月
に
、
串
原
で

開
催
し
た
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
、

参
加
者
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
。

　

「
通
常
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
過
性
で
、
終

わ
る
と
火
が
消
え
る
。
映
画
は
、
作
る
過

程
も
長
く
、
多
く
の
市
民
が
か
か
わ
る
こ

と
も
で
き
、
撮
影
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
。

風
景
な
ど
の
記
録
も
残
る
。
大
勢
が
映
画

を
見
れ
ば
、
恵
那
と
い
う
ふ
る
さ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
発
信
で
き
る
」
と
、
小
板
さ

ん
は
映
画
の
役
割
の
大
き
さ
を
語
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
で
、
市
民
が
主
体
の
映
画

作
り
は
、
全
国
初
の
試
み
。
苦
し
い
こ
と

や
葛か

っ

藤と
う

も
あ
る
。
資
金
の
調
達
は
、
現
在

も
続
い
て
い
る
。

　

小
板
さ
ん
は
「
こ
の
活
動
は
、
人
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
と
、
ふ
る
さ
と
を
思
う

気
持
ち
を
再
認
識
で
き
る
も
の
に
し
た

い
」
と
言
う
。

　

映
画
は
１２
月
ご
ろ
完
成
す
る
。
各
国
の

映
画
祭
へ
の
出
品
も
計
画
中
だ
。
来
春
に

は
、
地
域
上
映
会
を
開
催
。
劇
場
公
開
も

予
定
し
て
い
る
。

「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」の
撮
影
が
始
ま
っ
た

映
画
で
つ
な
げ
る
人
と
ま
ち

　女城主を題材としたドラマ「みつけもの」が、愛知淑徳

大学の学生らと岩村のまちづくり組織「城下町ホットいわ

むら」との共同で制作中。８月１１日が岩村ロケの開始日

で、秋山信友が馬に乗っているシーンが撮影されました。

　８月２日、上矢作町の澄
すみ

ヶ
が

瀬
せ

簗
やな

がオープン。毎年オープ

ンの日に行われる園児のアユつかみに、ことしは上矢作

保育園の園児３３人と串原保育園の園児１０人が参加し、

勢いよく跳ねるアユをつかみ、歓声を上げていました。

　市内の小学生ら約１００人が参加した「第４回恵那５０㌔
てくてくの旅」が、７月３０日から８月２日までの２泊３

日の日程で行われました。８つのグループになった子ど

もたちは、真夏の暑い中、てくてくと歩き通しました。

　三郷小学校の４・５・６年生の１４人が、１０月に開催さ

れる美濃・飛騨歌舞伎保存大会ｉｎ中津川の出演に向け

て、地歌舞伎の猛練習中。８月１６日には佐々良木公民

館で、３回目の練習として通しけいこに汗を流しました。

　大井町まちづくり協議会では、「地域のおじさんおばさ

んは私たちの先生」と題し、流しそうめん大会を８月８日

に開催。この日は親子連れなど約１３０人が参加し、地域

の方が用意した竹を使って、流しそうめんを行いました。

　日本洋画の父と言われる山本芳
ほう

翠
すい

が、明智町に生誕し

て、ことしが１６０年の記念の年。その功績を顕彰する記

念事業として、８月１日に恵那文化センターで、県美術

館館長の古川秀昭氏による講演会が開催されました。

芳翠の生誕１６０年を記念し講演会 市内５０キロを２泊３日でてくてく

夏はやっぱり流しそうめん 園児がアユつかみに挑戦

大会に向け地歌舞伎を猛練習 女城主を題材のドラマロケが始まる

７１
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▲手前の２区画が第３期の造成

▲下田歌子（実践女子大学図書館所蔵）

市では２００６（平成１８）年に恵那市企業等立

地促進条例を制定し、工業の振興を目指し

ている。現在分譲中の第３期拡張分は、県

土地開発公社と市が２００７（平成１９）年８月

に事業の協定を締結。以来、期間約３年、

総事業費約１０億４千万円で完成した。

　恵那テクノパークは、恵那市武並町の中央自動車道沿

いの丘陵地帯に、３期にわたり開発された工業団地。近

くには恵那山、かなたには中央アルプスが望める閑静で

緑豊かな環境の中に、自然との調和が図れるように設計、

配置されている。第１期は、県下５番目の県営工業団地

として、１９８７（昭和６２）年６月に総面積３２.９㌶の本体造

成工事が完了し、７区画が分譲を終了。第２期は、市営

の工業団地として１９９２（平成４）年１２月に総面積２４.５㌶
の本体造成工事が完了し、６区画が分譲を終了。現在、

そのすべての区画で１３社の企業が操業しており、従業

員は約１,２００人、製造品出荷額は約２３１億円。これは恵

那市全体の製造品出荷額の約１５㌫を占めている。また

第３期拡張工事が完成して、７月２６日に竣工式が行われ

た。総面積は１１.２㌶で、２区画を分譲中。

　岩村藩出身の教育家・歌人で、女子教育の先覚者。実

践女子学園を創設。１８５４（安政元）年９月３０日、代々学

者の家に生まれた。名は平
ひら

尾
お

鉐
せき

。４歳で和歌を作り、６

歳で俳句、漢詩をこなす。１７歳で上京して父の元に身

を寄せ、翌年宮内省の女官見習いになる。和歌に優れ、

昭
しょう

憲
けん

皇
こう

太
たい

后
ごう

に「歌子」の名を賜った。１８７９（明治１２）年、

下田猛雄と結婚したが、夫が病気がちで不幸な結婚生活

を送る。１８８２（明治１５）年東京麹

町に桃
とう

夭
よう

女塾を開設、源氏物語と

和歌を指導する。１８８５（明治１８）

年、華族女子校開設に伴い、幹事

兼教授に任じられる。１８９９（明治

３２）年、実践女学校（現在の実践

女子大学）と女子工芸学校を創立。

婦人運動にも貢献した。１９３６（昭

和１１）年１０月８日、８３歳で没。

恵那テクノパーク 市内最大の工業団地

下田歌子 女子教育の先覚者
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岩村城山城址公園内には、歌子の勉強部屋

を復元した勉学所、銅像、顕彰碑がある。

顕彰碑は、歌子が亡くなる１年前に実践女

学校関係者の善意によって建立された。な

んと実践女学校の校庭で刻まれ、鉄道で運

ばれて来たという。 下田歌子の顕彰碑▲


